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［市章］ 

　
母
な
る
大
河
、吉
野
川
の
河
岸
段
丘
に
拓

け
、自
然
の
恵
み
が
豊
か
に
あ
ふ
れ
る
美
馬

市
は
、古
墳
跡
で
あ
る
国
指
定
史
跡
「
段
の

塚
穴
」
を
は
じ
め
、多
く
の
史
跡
が
点
在
す

る
歴
史
の
地
で
す
。そ
の
昔
は
立
石
山
と
呼

ば
れ
て
い
た
「
剣
山
」
は
、修
行
の
場
と
し
て

多
く
の
山
伏
が
登
り
、そ
れ
に
よ
り
尊
い
文

化
も
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、源
平
合

戦
に
敗
れ
た
平
氏
は
、み
や
び
な
都
の
文
化

を
山
里
に
伝
え
ま
し
た
。 

　
吉
野
川
の
悠
久
の
流
れ
は
、古
代
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
物
流
を
支
え
、藩
政
時
代
に
は
そ

の
流
れ
に
よ
り
、こ
の
地
が
藍
の
集
散
地
と

し
て
隆
盛
を
極
め
ま
す
。
神
社
や
名
刹
、見

応
え
の
あ
る
う
だ
つ
の
町
並
み
」な
ど
、風
情

あ
る
美
馬
市
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
市
内
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
デ
・
レ
ー
ケ

の
指
導
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
堰
堤
や
、九
州
帝

国
大
学
初
代
外
科
部
長
で
あ
る
三
宅
速
教

授
と
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る「
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
友
情
の
碑
」
も
あ
り
、国
際
的
な
歴

史
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
う
し
た
先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
、貴

重
な
歴
史
・
文
化
や
自
然
を
継
承
し
て
き
た

美
馬
市
。新
市
と
な
る
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
ふ
り

返
れ
ば
、明
治
２２
年（
１
８
８
９
）に
市
制
町
村

制
施
行
に
よ
り
、美
馬
郡
脇
町
・
江
原
村
・
岩
倉

村
・
郡
里
村
・
重
清
村
・
三
島
村
・
穴
吹
村
・
口
山

村
・
半
平
山
村
・
麻
植
郡
木
屋
平
村
が
誕
生
し

た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
大
正
１３
年（
１
９

２
４
）に
は
穴
吹
村
が
穴
吹
町
へ
、昭
和
２
年（
１

９
２
７
）に
は
半
平
山
村
が
名
称
変
更
に
よ
り

古
宮
村
と
な
り
、翌
年
に
は
江
原
村
が
江
原
町
、

昭
和
１５
年（
１
９
４
０
）郡
里
村
が
郡
里
町
、昭

和
２６
年（
１
９
５
１
）岩
倉
村
が
岩
倉
町
と
な

り
ま
し
た
。
昭
和
３０
年（
１
９
５
５
）に
は
三
島

村
・
穴
吹
町
・
口
山
村
・
古
宮
村
が
合
併
し
て
穴

吹
町
と
な
り
、昭
和
３２
年（
１
９
５
７
）郡
里
町
・

重
清
村
が
合
併
し
て
美
馬
町
に
、翌
年
１
９
５

８
年
に
は
脇
町
・
江
原
町
・
岩
倉
町
が
合
併
し

て
脇
町
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
４７
年

（
１
９
７
２
）木
屋
平
村
が
麻
植
郡
か
ら
美
馬

郡
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、平
成
１７
年（
２
０
０
５
）３
月
１
日
、

旧
美
馬
郡
内
の
脇
町
・
美
馬
町
・
穴
吹
町
・
木
屋

平
村
が
合
併
し
て
、新
市
「
美
馬
市
」が
誕
生

し
ま
し
た
。 

　
美
馬
市
の
礎
に
は
、こ
の
よ
う
に
綿
々
と
続

く
こ
の
地
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
誇
り
高
い
先

人
の
あ
ゆ
み
を
胸
に
、手
を
携
え
て
未
来
へ
と

向
か
う
美
馬
市
民
。こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
に
負

け
な
い
尊
い
伝
統
と
文
化
を
築
く
こ
と
を
願
い
、

美
し
い
ふ
る
さ
と
を
守
り
育
て
ま
す
。 

 

　グリーンは美馬市の「m」で里
から広がる森を、ピンクは太陽を、

ブルーは吉野川と青空を表して

います。太陽と森で人を、空と清

流の輪で人と文化と自然の調

和を表し、心なごむやすらぎのま

ち「美馬市」をイメージしています。 
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